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歯学研究科ニューズレター
（NL）は2008年に創刊し、今
号で11号となります。出張等の
折に久しぶりにお会いする同窓
やご関係の方々から、NLを読ん
でますと話しかけられることが
多々あり、NLがもたらす東北大
学の歯学研究科・歯学部の絆を

実感しています。
さて、この数年、東日本大震災での大打撃も乗り越え歯学研究
科は大きく飛躍しつつあります。震災前から研究教育の活性を
図ってきており、また震災対応においても大きな貢献を果たして
きました。教職員の方々には大変なご負担をおかけしてきました
が、その成果として歯学研究科は今、多方面での事業を展開し、
施設のリニューアルも進んでいます。しかしながら私の至らなさ
からの広報不足に起因して、新たに作られた組織や震災対応事業
への歯学研究科への参画の様相などが分からない等の意見も頂い
ています。そこで今号では、今、展開している事業と組織、施設
改修についてご報告させたいただきます。

【歯学イノベーションリエゾンセンター】
本センターは３年前に総長裁量経費の援助を受けて設立しまし
た。中国・韓国の歯学部との博士課程ダブルディグリープログラ
ム、G30をはじめとする海外拠点校との教育研究連携を担う国際
連携部門、医工学研究科・金属材料研究所等との異分野融合型の
教育研究の推進を担うインテグレートリサーチ部門、自治体や歯
科医師会と連携した歯科保健事業を担う地域連携部門の3部門で
構成され、3部門にそれぞれ専任教職員1名ずつが配置されていま
す。また部局人件費あるいは新潟大学・広島大学との共同教育事
業（24年度採択の文科省補助金事業）による定員外教員が所属し
ます。また平成25年度には文科省特別経費プロジェクトとして、
本センターを主体とする「マルチモーダル歯学イノベーション」
が採択され、事業展開に弾みがつきました。地域連携部門では総
長裁量経費災害復興事業として採択された「被災地における地域
口腔保健推進システムの運用と口腔健康の動態の解析」を亘理町
との協定のもと展開しています。�

【環境歯学研究センター】
東日本大震災での原発事故の影響に関して震災直後から様々研
究が展開されています。東北大学で行っている事業の一つに、加
齢医学研究所を中心とした文部科学省特別経費による「動物の被
曝線量調査」があります。これに歯学研究科も参画し、野生化し
た牛や豚、あるいはネズミ、サルの歯から放射性セシウムや放射
性ストロンチウムの定量に成功し、貴重なデータを集積していま
す。この技術をヒトの歯に応用し被曝線量を定量化することを視
野に入れ、災害科学国際研究所の研究プロジェクトにも採択され
ています。なおヒト歯に関しては現在、福島県歯科医師会との共
同事業として福島県、環境省などとも連携を取りながら実施予定

となっています。
そこで、これら研究を展開するとともに環境と健康との関連を
歯学的観点から明らかにする新たな学問：環境歯学を創生するこ
とを目的として、研究科では本センターを2013年4月に設置し
ました。多くの教員に兼任としてご協力いただき、プロジェクト
経費で研究員を雇用しています。また篠田名誉教授（元歯科薬理
学分野）には研究立案と実施、他部局との折衝などにご尽力いた
だいています。

【災害科学国際研究所　災害口腔科学分野】
災害科学国際研究所は震災復興、災害対応を期して2012年に
設置された附置研究所です。地震対策などを含め災害に関連する
多様な領域から構成され、災害医学研究部門に災害口腔科学分野
が設置されています。小坂教授（国際歯科保健学分野）と鈴木敏
彦助教（口腔器官構造学分野）が兼任教員として活動しています。

【東北メディカル・メガバンク機構】
メディカルメガバンクは、被災住民の健診から各種疾患、健康
状態とゲノム情報までを含めたデータバンクを構築し、大型ゲノ
ムコホート研究を行うとともに被災住民の健康向上へ貢献するこ
とを目的としてます。当然のことながら歯科も関係し、地域口腔
健康科学分野には坪井明人教授、白石成助教が専任教員として採
用され、小坂教授、相田准教授（国際歯科保健学分野）が兼任教
員として参画しています。この7月から健診が本格化するため、
歯学研究科からは月に延べ100名超の大学院生が健診に従事しま
す。

【総合地域医療研修センター】
本センターは、被災地の医療人材の受け入れと高度医療人とし
ての再教育と、新たな災害医療学の確立と地域・災害医療に携わ
る人材の養成を目的として、医療系4部局（医学系研究科・歯学研
究科・大学病院・加齢医学研究所）の合同で設置されました。歯
学研究科でも冨士助教を専任教員として雇用し、災害歯科医療学
の講義、研修を実施しています。また歯学研究科内のクリニカル
スキルスラボにヒト型シミュレーターを設置し実技実習を行って
います。

【施設改修】
大震災で打撃を受けた臨床研究棟の改修は全て完了し、臨床系
の各分野、共同実験ラボが配置され、大会議室等の施設も充実し
ました。また基礎研究棟改修も24年度補正予算で措置され、これ
から工事が開始されます。来年度早々には長年の懸案であった歯
学研究科・歯学部のリニューアルが全て完了することとなります。
なお臨床研究棟改修時の移転先として第2臨床研究棟が建築され、
これは基礎研究棟改修の際の仮移転先として活用され、さらにそ
の後も継続して歯学研究科で使用できるよう、今後折衝してまい
ります。



2

臨床研究棟（C棟）改修Ⅱ・基礎研究棟（A棟）全面改修
前号では臨床研究棟第Ⅰ期改修工事（地階から４階部分）の竣工についてご報
告しましたが、平成23年度の補正予算で措置されました４階から上層階の改修
工事（第Ⅱ期）についても、平成25年３月に引き渡しを受け、各分野の移転も
完了したことをご報告致します。
これにより、本研究科の未改修建物は基礎研究棟を残すのみとなりました。基
礎研究棟は昭和54年に建築され、老朽化によるインフラ障害の多発等による研
究環境悪化並びに先の東日本大震災による被害に対し、復旧工事は施したものの、
本格的な耐震補強は行っていなかったことから、改修の必要性が高まり、大学本
部に平成25年度の概算要求事業として要求していたところ、平成24年度補正予
算で採択されることになりました。

改修にあたっては、各分野割当面積増の他、
平成27年に迎える歯学部創立50周年に先立ち
「歯学部記念室」（仮称）等の整備が計画されて
います。
関連する皆様には、今後もいろいろとお手数を
お掛けすることになりますがよろしくお願い致し
ます。� （文責：事務長　邉見　裕）

歯学研究科　臨床研究棟（C棟）配置

8F 歯科保存学分野／歯内歯周治療学分野
顎口腔機能治療部／感染予防対策治療部

7F 口腔システム補綴学分野／咬合機能再建学分野�

6F 加齢歯科学分野／口腔診断学分野
顎顔面口腔再建治療部�

5F 顎顔面・口腔外科学分野／口腔障害科学分野�

4F 顎口腔矯正学分野／予防歯科学分野
総合歯科診療部／障害者歯科治療部
歯学イノベーションリエゾンセンター（インテグレーションリサーチ部門）
臨床実習生控室

3F 小児発達歯科学分野／顎口腔機能創建学分野
生体適合性計測工学寄付講座�
次世代歯科材料工学寄付講座
共同実験ラボ14〜15
C3セミナー室1〜2／医工学研究科�

2F 歯科口腔麻酔学分野／生化細菌実習室
教育ラボ1〜2／共同実験ラボ1〜13�

1F 研究科長室／総括副病院長室／アドミニ資料室
歯学イノベーションリエゾンセンター（国際連携部門）
歯学イノベーションリエゾンセンター（地域連携部門）
事務長室／事務室／情報システム推進室
警備員室／食堂／大会議室／小会議室
C1セミナー室／学生ラウンジ

平成25年4月1日に「東北大学病院歯
科インプラントセンター」が開設されま
した。安全で安心かつ先進的なインプラ
ント医療を大学病院が国民に提供するこ
とにより、東北地方のインプラント診療・
研修の拠点となることを目指しています。

このためには、インプラント治療に関わる複数の診療科ならびに
部門の連携を強化し、効率的かつ安全で高度なインプラント治療
が行える診療体制を確立するだけではなく、インプラント治療の
教育、地域支援、研究および発展に関する役割を担っていかなけ
ればなりません。また、人口の高齢化に伴い残存歯数の減少は必
須であり、歯科インプラントの必要性が上昇しているなかで、全
身疾患などを合併しているため、より高度の集学的治療を必要と
するインプラント患者様の割合も年々増加してきております。「歯
科インプラントセンター」では、以下の特色を持ってインプラン
ト診療を行っていきます。
１）�インプラント治療に関わる複数の部局の連携による安全で高
度な医療の提供

インプラント適応範囲の拡大・高度化が進み、平成24年には腫
瘍切除等による大きな顎欠損患者など従来の義歯では咀嚼機能回
復が不可能な症例に対する「広範囲顎骨支持型装置及び広範囲顎
骨支持型補綴」が保険導入されました。このような難症例に対応
するためにも、関連部局間の連携を密にして、特定機能病院とし
て高次医療を担う使命のもと、顎顔面欠損、顎口蓋裂、高度顎堤
吸収症例および有病者・高齢者に対して、骨造成、全身麻酔下歯
科治療、入院手術により対応できる安全かつ高度で先進的な治療
法を開発し実施していきます。
２）�歯科インプラントセンター（外来治療室）の開設による診療体
制の強化

「歯科インプラントセンター」は外来C棟4階に開設され、最新
のインプラント診療システムが完備されています。また、同一階
の歯科・顎口腔外科との連携を図り、骨造成・鎮静法など全身管
理が必要な患者様は、歯科麻酔科と連携して顎口腔外科処置室に
て治療します。さらに、病院機能（病院手術室、一般病床）など
を有効活用し、医療安全に重点を置いた診療を行います。

３）最先端の臨床研究
歯科インプラントセンターで行うアプローチは、今現在最も有
効とされる臨床術式を最新の臨床研究から常にアップデートしな
がら実施していきます。また、臨床疫学研究のみならず新しいイ
ンプラント材料の開発などの基礎研究の成果を臨床に応用する、
いわゆるトランスレーショナルリサーチ（橋渡し研究）の実践の
場となります。
４）信頼性の高いインプラント診療技術を持った人材の育成
これまで民間主導だったインプラント研修を大学が主体となり、
最新の研究成果、設備および人材を活用した優れた教育研修シス
テムの開発・提供・実践を行うとともに客観的評価方法を開発し、
国際的標準への適合を目指します。
これらの取り組みにより、歯科インプラント医療の安全性・信
頼性に対する不安を払拭し、安全で安心かつ先進的なインプラン
ト医療を提供していきたいと考えています。実現のため全力を尽
くす所存でございますので、どうぞよろしくお願いいたします。

歯科インプラントセンター長　　小山　重人
歯科インプラントセンターのご紹介

歯学研究科（臨床系）改修中：
旧歯学部病院受付付近

歯学研究科施設改修後：�大学病院側からの概観、右手が臨床
研究棟、左手が基礎研究棟

歯学研究科（臨床系）改修後：
木町通からの概観
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昭和43年１月10日、第一回歯学部教授会（約10名：口腔細菌学講座の日沼教授が含まれていた
かどうかは明瞭でない）が開かれた。そのため教授会の前身であった歯学部運営委員会は廃止された。
次々と講座、診療科が新設され、各教授が就任していった。昭和43年12月11日、一回生が３年生、
すなわち学部１年生の時、今後のカリキュラム(臨床実習、基礎研究実習等)について、従来のカリキュ
ラム委員会を改組して、新たなカリキュラム委員会を設置し、新しい歯学教育を積極的に検討してい

くこととなった。
教育の目標としては、「現在の社会が要求している歯科医師としての知識と技術を修得させることはもちろんであるが、さ
らに『明日の歯科医学』をつくる能力を育てる点に重点を置いた基礎教育、臨床教育でありたい。」というものであった。
国立大学歯学部においても歯科実習費が学生負担とされ、当然のこととして学生から徴収されていたが、「有能な歯学部希
望者を抹殺し、教育の機会均等の原則を破壊する」として、昭和43年９月20日、一回生が五項目に渡る「決議文」を学校側
に提出。昭和43年10月１日、実習器具費に関して、一回生と教授会との会合がもたれた。その結果、教授会は昭和44年４
月１日付けで「学生負担のゼロ化実施」を通告した。教授会の主旨は①文部省からの予算の増額の見通しがついた事。②学内
での予算の融通性が可能な事。③講座費の犠牲のもとでテストケースとして実施する。というものであった。この実習器具経
費の学生負担ゼロは全国で唯一のものであり、現在も継続されていることは、国立大学が法人化した現在の厳しい学部運営、
病院運営の中で驚異的な制度である。

名誉教授　　越後　成志

東北大学大学院歯学研究科口腔修復学講座歯科保存学分野教授　　齋藤　正寛

歯学部学生の教育と第一回歯学部教授会の開催
　　　　　　　　　　　　　「実習器具経費の無料化」

東北大学歯学部創立50周年準備寄稿（第３回）

結合組織は機械的強度に耐える支持
組織であり、間葉系細胞とその周囲に
存在する線維性細胞外マトリックスに
よりその機能が制御されている。結合

組織を構成する代表的な細胞外マトリックスとしてコラーゲ
ン線維と弾性線維があり、これらが組織強度と弾性機能を制
御している事が明らかにされている。従って、歯周病を含む
慢性炎症疾患で崩壊された結合組織の機能を回復させるため
には、細胞外マトリックスの再生が必要になる。
Fibrillin-1�は線維性細胞外マトリックスの弾性線維を構
成する微細線維の主成分である。同遺伝子のミスセンス変
異で発症するマルファン症候群（MFS）は、結合組織の強
度が極端に低下し、解離性大動脈瘤、歯周病、肺気胸、水
晶体脱臼を含む結合組織疾患を発症する。さらにMFSで
は、fibrillin-1と結合しているTGF-βが病的に活性化される
ため、結合組織の崩壊が促進する。これまでMFSの治療は、
薬物療法によるTGF-βシグナルの抑制と外科手術で対処さ
れてきたが、崩壊された微細線維を再生させる新たな治療技
術の開発が大きな課題として考えられてきた。

これまで微細線維形成機構は、fibrillin-1が自己重合して
ポリマーを形成することは分かっていたが、如何にして線維
化が誘導されるかは明らかにされていなかった。そこで私た
ちは、「fibrillin-1と結合するタンパク質が微細線維形成を誘
導している」という仮説をたて、実験に取り組んだ。その結
果、ADAMTSL6βが新規fibrillin-1結合タンパク質として
同定され、さらに微細線維の重合を促進することを見出し
た。歯根膜をモデルに解析した結果、ADAMTSL6βは発
生・創傷治癒過程で微細線維形成を制御していることを明ら
かにし、またマルファン症候群モデル動物の歯根膜で崩壊さ
れた微細線維を再生して創傷治癒を促進することを明らかに
した。（図1）。
私たちはADAMTSL6βによる微細線維の再生を「細胞外

マトリックス補充療法」と提唱し、マルファン症候群の新た
な治療技術になる可能性を示した。「細胞外マトリックス補
充療法」は、現行のマルファン症候群の歯周病および大動脈
瘤の治療で補えなかった微細線維の再生を導き、これらの病
気を予防する新規再生医療技術として発展する可能性が期待
される。（図2）。

結合組織再生を導く細胞外マトリックスの同定と
新規再生医療技術の開発

図１　ADAMTSL6βのマルファン症候群における歯根膜の微細線維の
再生効果。
A）ADAMTSL6β製剤を歯根膜へ局所投与する術式
B）�左側：歯根膜損傷モデルとADAMTSL6βの局所投与手順�
右側：ADAMTSL6β局所投与後に微細線維が再生された像（矢印） 図2　マルファン症候群と細胞外マトリックス補充療法による治療戦略図

Expert�Opin�Biol�Ther�12(3):�299-309,�2012より引用

歯学部卒後７ヶ月
（24歳）結婚当時
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この印刷物は、環境にやさしい
大豆油インキで印刷しています。

多くの先生や事務の方々のご協力を持ちまして、11
号の発刊となりました。本年度は人事報告に多くの紙
面が割り当てられているように、異動の大きな年でし

た。このような変化の中、情報を発信する広報担当者として細部に亘る調査･収集は
困難を極めますので、皆様のご協力を今後ともよろしくお願い致します。なお紙面
や内容についてのお問い合わせは広報委員会までお寄せください。� （記　遠藤）

編集委員　遠藤英昭、清水良央、細川亮一、山田亜矢、小関健由

平成25年度前期  主な行事
4月 4日㈭� 入学式
4月 5日㈮� 歯学部オリエンテーション
6月22日㈯� 創立記念日
7月 8日㈪� 大学院入試
7月30日㈫・31日㈬� オープンキャンパス
8月 1日㈭〜12日㈪� 全日本歯科学生総合体育大会
8月 1日㈭〜 2日㈮� 教員免許状更新講習
10月29日㈫� 医学部・歯学部合同慰霊祭

第106回（平成24年度）歯科医師国家試験合格率
本学（新卒＋既卒）　87.1％（合格者数�54/受験者数�62名）
　　（新卒）　　　　90.9％（50/55名）
全国　 　　　　　　71.2%（2,366/3,321名）

歯学研究科　大学院生募集
平成26年 4月入学募集人員：
博士課程：42名　　��修士課程：6名
出願期間：２次募集：11月25日㈪〜29日㈮
試 験 日：２次募集：12月17日㈫

今後の募集については下記URLを参照して下さい。
http://www.dent.tohoku.ac.jp/
※出願等問い合わせ先
　東北大学大学院歯学研究科�教務係
　Phone：022-717-8248　Fax：022-717-8279

東北大学病院に歯科インプラントセンターが開設されました。２頁の
記事をご覧下さい。

東北大学大学院歯学研究科広報委員会
〒980-8575　仙台市青葉区星陵町4番1号

Phone：022-717-8244　Fax：022-717-8279
�URL：http://www.dent.tohoku.ac.jp/　E-mail：newsletter@dent.tohoku.ac.jp

URL：http://www.dent.tohoku.ac.jp/

人　事　報　告
採　　用　１月　千田　透子　研究助教　　　　顎口腔矯正学
採　　用　２月　齋藤　　幹　助教　　　　　　小児発達歯科学
採　　用　２月　長谷川正和　助教　　　　　　矯正歯科
採　　用　４月　齋藤　正寛　教授　　　　　　歯科保存学
採　　用　４月　多田　浩之　講師　　　　　　口腔微生物学
採　　用　４月　山内　健介　講師　　　　　　顎顔面・口腔外科学
採　　用　４月　洪　　　光　講師　　　　　　歯学イノベーションリエゾンセンター
採　　用　４月　栗原　　淳　助教　　　　　　顎顔面・口腔外科学
採　　用　４月　樋口　景介　助教　　　　　　顎顔面・口腔外科学
採　　用　４月　星島　　宏　助教　　　　　　歯科口腔麻酔学
採　　用　４月　及川麻理子　研究助教　　　　口腔病理学
採　　用　４月　重光　竜二　助教　　　　　　咬合回復科
採　　用　４月　齋藤　　幹　助教　　　　　　小児歯科
採　　用　４月　川井　　忠　助教　　　　　　歯科顎口腔外科
採　　用　４月　佐藤奈央子　助教　　　　　　顎顔面口腔再建治療部
採　　用　４月　池内　友子　助教　　　　　　小児歯科
採　　用　４月　田中　恭恵　助教　　　　　　高齢者歯科治療部
採　　用　５月　末永　華子　助教　　　　　　予防歯科
採　　用　５月　村上　任尚　助教　　　　　　高齢者歯科治療部
採　　用　６月　土谷　　忍　研究助教　　　　口腔障害科学
採　　用　６月　解良　洋平　助教　　　　　　矯正歯科
昇　　任　２月　北浦　英樹　准教授　　　　　顎口腔矯正学
定年退職　３月　力石　秀実　准教授　　　　　口腔微生物学
定年退職　３月　依田　正信　准教授　　　　　咬合機能再建学
定年退職　３月　秋田　博敏　助教　　　　　　顎口腔形態創建学
定年退職　３月　玉澤　佳純　准教授　　　　　感染予防対策治療部
辞　　職　₁₂月　宮島　悠旗　助教　　　　　　顎口腔矯正学
辞　　職　₁₂月　佐藤　　実　助教　　　　　　顎顔面・口腔外科学
辞　　職　１月　出口　　徹　准教授　　　　　顎口腔矯正学
辞　　職　１月　菊地　聖史　講師　　　　　　歯科生体材料学
辞　　職　３月　大井　　孝　助教　　　　　　加齢歯科学
辞　　職　３月　西村　　真　助教　　　　　　口腔障害科学
辞　　職　３月　君塚　　哲　助教　　　　　　顎顔面・口腔外科学
辞　　職　３月　森川　秀広　助教　　　　　　顎顔面・口腔外科学
辞　　職　３月　岩本　　勉　講師　　　　　　小児歯科
辞　　職　３月　門馬　祐子　講師　　　　　　小児歯科
辞　　職　３月　佐々木具文　助教　　　　　　咬合回復科
辞　　職　３月　篠原　文明　助教　　　　　　歯科顎口腔外科
辞　　職　３月　廣谷　拓章　助教　　　　　　歯科顎口腔外科
辞　　職　５月　三好　慶忠　研究助教　　　　加齢歯科学
辞　　職　５月　池内　友子　助教　　　　　　小児歯科
辞　　職　６月　徳川　宜靖　助教　　　　　　顎口腔機能治療部
任期満了　３月　新垣真紀子　研究助教　　　　歯学イノベーションリエゾンセンター
任期満了　３月　折居　雄介　助教　　　　　　咬合回復科
任期満了　３月　星　　健治　助教　　　　　　矯正歯科
配 置 換　４月　遠藤　英昭　助教　　　　　　感染予防対策治療部
配 置 換　４月　菅崎　弘幸　助教　　　　　　顎口腔機能治療部
再 雇 用　４月　三上　　眞　歯科技工士学校講師　歯科技工士学校

平成24年度の各賞受賞
●総長賞
　（学部）丸山　顕太郎　　（大学院）木村　桂介
●パナソニック�ヘルスケアアワード歯科優秀者賞：大川　花世
●クインテッセンス賞：丸山　顕太郎、大川　花世
●デンツプライ・スチューデント・アワード：月星　陽介、千葉　隼人
●ウィップミックス社�歯科補綴学優秀者賞：星野　文美

口腔がん検診特別研修コースの開催のお知らせ
このコースは、あらゆる分野で活躍する歯科医師のリカレント・コース
として、がん早期発見を正確に担いうる歯科医師を養成し、日々の臨床
と歯科健診等に役立ててもらうことを目的としています。
申し込みは下記までお問い合わせ下さい。
日　時：平成26年1月26日　　　場　所：歯学研究科B1講義室
申込先：〒980-8575　仙台市青葉区星陵町４番１号
　　　　東北大学大学院歯学研究科�口腔病理学分野
　　　　口腔がん検診特別研修担当　熊本�裕行
　　　　TEL：022-717-8301　　FAX：022-717-8304
　　　　E-mail：kumamoto@m.tohoku.ac.jp

がん口腔ケア特別研修コース受講生募集
対 象 者　歯科衛生士、看護師等の口腔ケアを実施できる資格を有する方
研修期間　平成24年10月から３月まで、講義と病院見学を実施
問 合 先　〒980-8575　仙台市青葉区星陵町４番１号
　　　　　東北大学大学院歯学研究科
　　　　　歯学イノベーションリエゾンセンター　担当：伊藤
　　　　　TEL／FAX：022-717-8138
　　　　　E-mail：chiikishika@dent.tohoku.ac.jp

平成25年度歯学研究科研究者育成プログラム採択一覧（春期）
研究申請者名� 所属分野等
伊藤　　奏� 国際歯科保健学分野
小川　珠生� 顎顔面・口腔外科学分野
Zaki�Weli�Hakami� 顎口腔矯正学分野
成瀬　正啓� 小児発達歯科学分野
福島　　梓� 口腔システム補綴学分野
　　　　　　計５名（50音順）

新任教授紹介
齋藤　正寛�教授が口腔修復学講座�歯科保存学分野の教授に着任され
ました。３頁の記事をご覧下さい。

平成26年度　臨床研修医（歯科医師）募集
最新情報は更新されますので下記URLを参照して下さい。
http://www.hosp.tohoku.ac.jp/sotugo/sotugo_sika.html
※申請手続き等問い合わせ先
　東北大学病院　卒後研修センター
　Phone：022-717-7765　Fax：022-717-7143
　E-mail：hos-sotu@bureau.tohoku.ac.jp

第３回東北口腔衛生学会開催のお知らせ
日　　　時　　平成25年11月30日１時から
場　　　所　　宮城県歯科医師会館５階講堂
名誉大会長　　細谷　仁憲（宮城県歯科医師会会長）
大　会　長　　小関　健由（予防歯科学分野教授）
演題を募集しております。詳細は下記にお願いします。
口腔保健発育学講座予防歯科学分野
〒980-8575　仙台市青葉区星陵町４番１号
TEL：022-717-8327　　FAX：022-717-8332
E-mail：yobou@dent.tohoku.ac.jp

歯学部創立50周年記念式典
日付：平成27年5月24日㈰
場所：ホテルメトロポリタン仙台
歯学部同窓会では、準備委員会を設けま
した。


